
野
木
沢
地
区
自
治
協
議
会
安
全
安
心
部
会
（
部

会
長
矢
吹
重
光
）
が
去
る
7
月
16
日
（
木
）
19
時
、

野
木
沢
自
治
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま
し
た
。

矢
吹
重
光
部
会
長
よ
り
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

で
大
変
な
時
期
で
す
が
、
協
議
会
の
理
念
「
み
ん

な
の
英
知
で
、
住
み
良
い
豊
か
な
、
魅
力
あ
る
地

域
を
創
ろ
う
」
と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

①
防
犯
巡
回
運
動
は
、
青
少
年
の
非
行
及
び
事
件
・

事
故
等
を
未
然
に
防
止
し
、
青
少
年
の
健
全
育
成

を
図
る
た
め
、
令
和
2
年
8
月
1
日
～
令
和
2
年

8
月
31
日
ま
で
夏
季
防
犯
巡
回
運
動
実
施
す
る
。

②
野
木
沢
地
区
秋
の
交
通
安
全
・
防
犯
運
動
は
、

野
小
に
よ
る
鼓
笛
パ
レ
ー
ド
を
令
和
２
年
９
月
１

２
日
（
土
）
午
後
１
２
時
３
０
分
～
実
施

③
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
看
板
新
規
作
成
予
算
に
つ
い

て
、
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
看
板
が
古
く
な
り
新
規
作

成
す
る
予
算
確
保
の
検
討
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

④
野
木
沢
地
区
3
，
0
0
0
日
連
続
交
通
死
亡
事

故
ゼ
ロ
達
成
は
、
幟
旗
作
成
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

⑤
防
災
訓
練
マ
ニ
ュ
ア
ル
、
地
震
、
風
水
害
、
土

砂
災
害
、
火
災
、
安
否
確
認
、
資
機
材
の
準
備
等

に
つ
い
て
地
区
災
害
に
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成

に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

又
、
町
陳
情
及
び
県
（
土
木
事
務
所
）
調
書
、
要

望
、
並
び
に
地
域
自
治
交
付
金
及
び
各
事
業
の
予

算
の
執
行
状
況
を
報
告
し
ま
し
た
。

総
務
地
域
づ
く
り
部
会
が
田
づ
く
り
に
協
力
、

5
年
生
の
学
習
の
一
環
と
し
て
、
田
ん
ぼ
の
生
き

物
調
査
を
Ｊ
Ａ
あ
ぶ
く
ま
指
導
員
の
お
世
話
に
な

り
7
月
14
日
（
火
）
宇
佐
美
幸
雄
様
休
耕
田
を
お

借
り
し
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
雨
の
中
で
実
施
が
危
ぶ
ま
れ
ま
し
た

が
、
降
雨
の
合
間
を
縫
っ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

子
供
た
ち
は
早
速
田
ん
ぼ
に
入
り
Ｊ
Ａ
あ
ぶ
く

ま
指
導
員
が
準
備
し
ま
し
た
網
と
ケ
ー
ス
を
持
っ

て
、
長
靴
に
水
が
入
る
の
も
気
に
し
な
い
で
生
き

物
を
採
取
し
て
お
り
ま
し
た
。

そ
の
採
取
し
ま
し
た
生
き
物
を
ト
レ
ー
に
入
れ

た
あ
と
、
Ｊ
Ａ
あ
ぶ
く
ま
指
導
員
が
図
鑑
を
配
布

し
生
き
物
の
説
明
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
中
に
は

大
変
貴
重
な
生
き
物
も
い
て
、
子
供
た
ち
も
教
員

も
驚
い
て
い
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
田
ん
ぼ
の
環
境
に
つ
い
て
学
習
す

る
こ
と
は
地
域
の
自
然
環
境
を
考
え
る
う
え
で
貴

重
な
体
験
だ
と
思
い
ま
す
。
私
た
ち
大
人
も
考
え

な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

ふ
れ
あ
い
の
広
場
「
の
ぎ
さ
わ
の
会
」
が
7
月

1
日
（
水
）
に
今
年
度
初
め
て
の
ミ
ニ
デ
ィ
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
7
月
は
野
木
沢
保
育
所
の
園
児
た

ち
と
の
交
流
を
予
定
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
の
為
変
更
し
、
笑
い
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催



ヨ
ガ
と
食
事
に
つ
い
て
の
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

今
月
担
当
は
二
班
で
あ
り
、
鈴
木
長
治
班
長
を
中
心
に
今

回
は
食
事
提
供
が
な
か
っ
た
為
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
4
名
、
民
生

委
員
3
名
、
、
自
治
セ
ン
タ
ー
職
員
他
含
め
総
勢
⒕
名
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
も
、
自
粛
と
い
う
こ
と
で
な
か
な
か
交
流
が
持
て

な
か
っ
た
状
況
が
続
き
、
今
回
の
ミ
ニ
デ
ィ
「
の
ぎ
さ
わ
の

会
」
を
心
待
ち
に
さ
れ
て
い
た
方
が
多
く
、
21
名
の
参
加
が

あ
り
ま
し
た
。

今
回
の
笑
い
ヨ
ガ
の
講
師
は
昨
年
も
来
て
い
た
だ
い
た
井

上
真
由
美
先
生
で
す
。

先
生
は
管
理
栄
養
士
の
資
格
も
あ
り
栄
養
面
で
の
食
事
の

大
切
さ
に
つ
い
て
話
を
頂
き
、
そ
の
後
健
康
を
保
つ
た
め
に

は
栄
養
と
笑
い
と
い
う
こ
と
で
楽
し
い
笑
い
ヨ
ガ
を
実
践
で

行
い
ま
し
た
。

参
加
者
一
同
、

先
生
の
話
に
引

き
込
ま
れ
、
体

全
体
で
笑
い
、

今
ま
で
の
ス
ト

レ
ス
を
発
散
す

る
か
の
よ
う
に

楽
し
い
時
間
を

過
ご
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

最
後
に
3
月

か
ら
7
月
ま
で

の
誕
生
者
10
名

に
お
祝
い
と
し

て
花
束
を
渡
し
、

合
わ
せ
て
昨
年

度
の
皆
勤
賞
者

４
名
に
賞
状
を

渡
し
祝
福
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
「
ま
た
、
こ
う
や
っ
て
来

る
こ
と
が
で
き
て
良
か
っ
た
。
」
「
ミ
ニ
デ
ィ
が
始
め
ら
れ

て
良
か
っ
た
。
」
な
ど
の
声
が
あ
が
り
、
開
催
し
た
側
も
や
っ

て
よ
か
っ
た
と
安
堵
の
思
い
で
あ
り
ま
し
た
。

石
川
地
区
内
で
も
ミ
ニ
デ
ィ
を
再
開
し
た
地
区
は
野
木
沢

地
区
が
最
初
で
あ
る
。
次
回

8
月
5
日
（
水
）

班
長

二
瓶
光
男
さ
ん
担
当
で
す
。

一
日
（
土
）
野
木
沢
駅
環
境
整
備

四
日
（
火
）
敬
老
会
実
行
委
員
会

五
日
（
水
）
ミ
ニ
デ
ィ
の
ぎ
さ
わ
の
会

九
日
（
日
）
中
野
区
藤
田
城
跡
整
備

十
日
（
月
）
山
の
日

十
八
日
（
火
）
鼓
笛
パ
レ
ー
ド
団
体
長
会
議

二
十
日
（
木
）
野
小
第
二
学
期
始
業
式

二
十
一
日
（
金
）
長
寿
会
町
長
杯
G
B
大
会

二
十
六
日
（
水
）
の
ぎ
さ
わ
の
会
事
前
班
会
議
（
4
班
）

三
十
日
（
日
）
中
野
区
・
曲
木
区
・
塩
沢
区
秋
季
道
普
請

令
和
2
年
度
に
入
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防

の
為
、
集
団
で
の
会
議
が
開
催
で
き
ず
、
活
動
自
体
が
で
き

な
い
状
況
に
あ
り
、
そ
の
自
粛
も
緩
和
さ
れ
７
月
22
日
に
部

会
議
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

総
会
に
て
部
会
長
は
民
生
委
員
方
部
長
、
鈴
木
長
治
氏
、

副
部
会
長
に
心
配
ご
と
相
談
員
、
吉
田
和
子
氏
が
就
任
し
、

部
会
長
、
副
部
会
長
を
中
心
に
今
後
部
会
運
営
が
す
す
め
ら

れ
る
形
と
な
り
ま
す
。

今
回
、
そ
の
最
初
の
取
り
掛
か
り
と
し
て
の
会
議
を
行
い

ま
し
た
。

内
容
と
し
て
今

後
の
自
治
協
議
会

の
中
で
の
福
祉
部

会
の
活
動
に
つ
い

て
検
討
し
、
ま
ず

地
域
ニ
ー
ズ
の
把

握
を
行
う
為
の
ア

ン
ケ
ー
ト
実
施
や

各
種
団
体
の
活
動

内
容
を
確
認
、
情

報
の
共
有
を
図
り

活
動
内
容
の
見
直

し
、
福
祉
部
会
と

し
て
の
活
動
内
容

を
具
体
化
し
ま
し

た
。今

後
そ
の
内
容
を
基
に
さ
ら
に
進
め
て
い
く
こ
と
で
確
認

い
た
し
ま
し
た
。

当
セ
ン
タ
ー
で
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）
の
必

要
性
・
重
要
性
に
つ
い
て
認
識
し
町
当
局
へ
設
置
を
お
願
い

し
て
い
た
と
こ

ろ
7
月
13
日
に

セ
ン
タ
ー
職
員

と
町
役
場
職
員

の
立
会
い
の
下

設
置
さ
れ
ま
し

た
。
今
後
使
用

訓
練
を
行
い
ま

す
の
で
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

井
上
真
由
美
先
生
と
参
加
者

八
月
の
野
木
沢
地
区
行
事
情
報

野
木
沢
地
区

自
治
協
議
福
祉
部
会
開
催
さ
れ
る

福
祉
部
会
の
活
動
に
つ
い
て
検
討

Ａ
Ｅ
Ｄ
野
木
沢
自
治
セ
ン
タ
ー
に
設
置
さ
れ
る
。

正面玄関入って右側に設置


